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感染性胃腸炎週報 2015 年 第 7 週 （2 月 9 日 ～ 2 月 15 日） 
 

 

○感染性胃腸炎は、県全体で 322 名（定点あたり 7.11 → 5.96 人）の報告がありました（54 定点医療機関報告）。 

※感染性胃腸炎は秋から翌年の春にかけて流行するため、27 週～翌年 26 週でグラフを作成しています。 
 

感染性胃腸炎は、県全体で 322 名（定点あたり 7.11 → 5.96 人）の報告があり、2 週連続で減少しましたが、依

然として多くの患者が報告されています。2 月初旬、岡山県内で、冬の感染性胃腸炎の主な原因であるノロウイルス

による食中毒事件が発生し、また全国でもノロウイルスによる食中毒事件や集団感染が発生しています。排便後や調

理・食事の前には石けんと流水で十分に手を洗う、下痢便・嘔吐物は適切に処理をするなど、感染予防と拡大防止

に努めてください。 
 

 

◆地域別・年齢別発生状況   

  

   

   
 



 

 

 

地域別では、美作地域（7.83 人）、備前地域（7.80 人）、備北地域（7.75 人）の順で定点あたり報告数が

多くなっており、前週とほぼ同数であった備前地域及び倉敷市以外の地域では、定点あたり報告数が減少して

います。年齢別累計では、5 歳以下の乳幼児が全体の 59％ を占めています。 

 

 

 

 

 

ノロウイルスに感染しないためには 
 

１．最も大切なことは手を洗うことです。 

排便後や、調理・食事の前には、石けんと流水で十分に手を洗いましょう。 

 

２．処理をする人自身が感染しないように気をつけましょう。 
嘔吐物や下痢便にはウイルスが大量に含まれています。処理するときは、使い捨ての上着や、 

マスク、手袋を着用し、下痢便、嘔吐物をペーパータオル等で静かに拭き取った後は、次亜塩 

素酸ナトリウム（家庭用塩素系漂白剤でも代用可）で浸すように床を拭き取り、その後水拭き 

をします。また、処理をした後はしっかりと流水で手を洗いましょう。ノロウイルスにアルコ 

ールは消毒効果が低いとされています。 

 

３．嘔吐物や下痢便で汚れた衣類は、85℃で1分間以上の熱水洗濯か次亜塩素酸ナトリウム 

（家庭用塩素系漂白剤でも代用可）の消毒が有効です。 

嘔吐物や下痢便で汚れた衣類は、付着した汚物を除去し、洗剤を入れた水の中で静かにもみ洗い 

した後、熱水洗濯か次亜塩素酸ナトリウムで消毒をしましょう。 

      ※塩素系漂白剤の使用に当たっては「使用上の注意」を確認しましょう。 

  

４．食品は、中心部まで十分に加熱しましょう。（中心部を 85～90℃で 90 秒間以上） 
 

 

 

            ノロウイルスに関する Q&A（厚生労働省ホームページ） 

食中毒（ノロウイルス）注意報を発令中です（岡山県ホームページ生活衛生課） 

 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/syokuchu/kanren/yobou/040204-1.html
http://www.pref.okayama.jp/page/404046.html
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岡山県地区別 感染性胃腸炎感染症マップ    2015年 7週

　レベル３の開始基準値を一度超えると、終息基準値より下がらないと
レベル３が継続されます。

感染性胃腸炎

20 12

レベル３ レベル２ レベル１ 報告なし

開始基準値 終息基準値 基準値 基準値 基準値
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